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　Ｍくんとは、ごくまれに図書館で話す機会もあっ
たが、それより部活の仲間だったので週に何度か
顔を合わせていた。特に仲がいいと言うほどでも
なかったし、彼はもともと口数の少ない人で、会っ
ても“やあ”とか“ああ”とかしか言わない。
　ところがその M くんが夏休みに山に行こうよ、
と言い出した。一瞬戸惑ったが、行きたいねと応
じたものの初心者向けの山じゃつまらないし、と
言って経験のない１年生がそれなりの候補を並べ
られるはずもない。どんな計画にするかは山の雑
誌や本を参考に考えるとしてその日は解散した。
　月刊誌『アルプ』は串田孫一をはじめとして尾
崎喜八、深田久彌、畦地梅太郎、内田耕作らが同
人となって主に山岳をテーマにする小さな文芸雑
誌である。まずは学校の図書館で調べたものの当
然蔵書にはない。当時 ､ 学校の図書館に雑誌は数
えるほどしかなかった。誌代は高校１年生にはか
なり負担だったが、ためらいはなかった。近所の
小さな本屋のおじさんは淡々と注文を受け付けて、
最新号の入荷の期日を小さな紙に書いてくれた。
心待ちにするという気分はこういうものかと思い
ながらその日を待った。
　そもそもワンゲルに入部したのも串田孫一の『山
のパンセ』( 実業之日本社 /1957) を読んだのが

きっかけだったように思う。雑誌『アルプ』は、
1958 年に創刊して 1983 年に終刊となるまで
誌面は山を思索の対象とする哲学的な随筆や詩、
画家による画文などで毎号７0 頁ほどを埋める。
雑誌というよりは同人誌の趣だった。一方で登山
に関してなら『山と渓谷』や『岳人』という実用
性の高い雑誌から登山ルートの紹介や用具につい
ても多彩な情報が得られる。『アルプ』は山にあこ
がれをもつ十代に何かを与えてくれる雑誌だった
かも知れないが、周到な準備を重ねて高い山に登
るには、後者は欠かせない。
　北アルプスをめざすのは早すぎる、急峻な岩場の
コースが多いし、山小屋も少ない。結局、難しいルー
トを避ければ山は奥行きがあるけれどなんとかなり
そうな南アルプスに決めた。若い二人はとにかくア
ルプスという名に強く惹かれていたのだと思う。
　その年は梅雨が長引いて夏休みに入ってもなか
なか明けなかった。ラジオに首っ引きで NHK 第
二放送の気象通報から天気図を引く毎日だった。
7 月末になって漸く山に入った。晴天が続き、二
人はついに標高 3193 m の北岳山頂に立った。
深い山を登りつめて初めて見る雲海の上からの眺
望はまさに心躍る高揚感をもたらした。
　だが下山ルートは思いのほか苦戦した。麓の山が
幾重にも連なり、なだらかな下山道は果てしなく続
いていた。途中、気まずそうに M くんが不調を訴
えた。熱中症だった。何とか里にたどり着いたころ
にはかなり暗くなっていた。けもの道に迷い込まず
無事に下山できたのは幸運だったし、この計画に無
理があったのだと二人は思い知った。（埜村太郎）
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ある日本評論社からは都電に乗ってすぐの距離だ。
さっそく会いにいった私は、「先生の専門である教
育哲学のエッセンスを中高生にも知ってもらえるよ
うな、そんな本を書いてもらえないでしょうか」と
お願いした。苫野さんは「やりましょう」と即答し
てくれ、そして出来上がったのが『勉強するのは何
のため？』（2013 年）という本である。
　幸いなことに本書は多くの読者を得て、刊行から
10 年経った今もよく読まれている。本書を題材と
した読書会に呼んでいただく機会があったが、参加
者たちは「学校に行く意味」「学ぶ意味」を活発に
語り合っていた。編集担当としては手前味噌になる
が、「勉強」の当事者である生徒たちが、考え対話
するきっかけになる力をもった本だと思う。

知っていることが自分や大切な誰かの力になる
　『こころの科学』の編集を長く続ける中で、ここ
ろを病むことになった人に対して、もちろん精神医
療やカウンセリングの意義を否定するものではない
が、心理的な支援だけでなく、経済的な面や生活の
基盤を支えるようなサポートがあれば、それだけで
こころの不調が和らぐこともあるのでは、とふと考
えることがあった。よく見聞きする生活保護制度以
外にもたくさんの社会保障制度があることは知って
いたけれど、その制度は専門的かつ複雑で、しんど
い状況に置かれていても手に取れる、平易に書かれ
たものは見つけられなかった。生きのびるための知
恵ともいえる社会保障制度にもかかわらず、中学３
年生の公民でサラッと触れられる程度で、いざ自分
がピンチに陥った時に使えるものとしては教わらな
い。こんなに大切なことなら、子どもの頃に教えて
ほしかったし、自分の子どもにも知ってもらいたい
と切に思った。
　『15 歳からの社会保障』（2022 年）の執筆を
お願いした社会福祉士の横山北斗さんは、医療機
関で患者家族への相談援助業務に従事したのち、
NPO 法人を設立している。社会保障制度の申請

　世の中には、とても難しそうな本もあれば、
とても易しそうな本もある。日本評論社という
出版社で働く私たちは普段、「とても難しい本」
に比較的近いところで、編集の仕事をしている。
　「難しい本」を書くのも読むのも、難しいこと
を知っている人、つまり「専門家」が中心である。
専門家が専門家に何かを伝えていることになる。
　そうした本の編集に携わっていると、時々、「こ
んなに大切なことなら、自分自身が子どもの頃
に知りたかった」と感じることがある。そうし
た思いに駆られて企画したいくつかの本を、こ
こでは紹介してみたい。

子どものための教育哲学
　対人援助職向けの『こころの科学』という雑誌で、
特別支援教育をテーマに特集を組んだことがあっ
た。そこで苫野一徳さんという若い研究者に執筆を
依頼した。教育哲学を専攻されており、一見して対
人援助とは関係が薄そうだが、総論として「教育の

『本質』からみた特別支援教育」の項目を加えよう
と考えた。
　いただいた原稿には、「公教育という営みがある
のは何のためで、なぜそれがなくてはならないの
か」ということが、人類の歴史と西洋哲学の議論を
踏まえて書かれていた。私はこれを読んで少なから
ずショックを受けた。なぜなら、そんなことは今ま
で誰も教えてくれなかったからである。学校に通う
ことがつらく、できれ
ば行きたくなかった私
にとって、学校という
ものが存在する意味を
子どもの頃に知ってい
たら、何かが違ってい
ただろうと思えた。
　当時、苫野さんは早
稲田大学の非常勤講師
をされていた。大塚に

－ 10 代の今と未来を支える本
木谷 陽平・植松 由記

子ども？　それとも大人？
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い。しかし、その研究内容は研究者以外にも知って
もらう価値がある。漠然とそんな気がしていた私の
頭に降ってきたのが『子どもから大人が生まれると
き』というフレーズだった。幸い、森口さんもこの
フレーズを面白がってくれ、雑誌連載を経て書籍化
が実現した。
　子どもと大人の「意味ある違い」とはどんなもの
か。たとえば大人は、自分自身をある程度客観的に
みることができる。自分の得意なことや苦手なこと
をよく知っている。だから苦手分野には最初から手
を出さない。いっぽう子どもは、自分を客観視する
ことがうまくできない。しかし子どもにとってはそ
れが大切である。たとえば初めて自転車に乗る練習
をするとき。こけるとわかっている大人は躊躇する
かもしれない。子どもは「怖いもの知らず」だから
こそ、果敢にチャレンジすることができるのだ。
　子どもと大人は違ってよく、むしろその違いを大
切にしたい。本書のメッセージが、中高生たちのあ
りのままを肯定し、勇気づけることになれば嬉しい。

本という支え
　日本評論社には他にも 10 代向けの本として『［新
版］14 歳からの精神医学』（宮田雄吾著、2021 年）
があり、ロングセラーになっている。
　今や 18 歳は法律的には立派な「大人」である。
とはいえ、10 代は大人と子どもの間で揺れている
というのがフェアな見方だろう。そうした時期には
多くの支えが必要だが、その中で本に果たせる役割
があるかもしれない。そんなことを時々考えながら
私たちは仕事をしている。

（きたに ようへい・うえまつ ゆき：日本評論社）

主義に問題意識をもつ方で、小児がんサバイバー
でもある。もともとはロジカルで説得力に富む筆
致の方だったが、柔軟なお人柄に助けられ、中高
生に届けるための意見交換を重ねた。結果的に、
10 ～ 40 代の登場人物のストーリーを通して、
人生で誰もが出会いうるピンチ――怪我をしたり
ハラスメントにあったりして働けなくなること、
高校生で妊娠すること、家族から暴力を受けるこ
と etc.――に対して使える社会保障制度を易しく
紹介する一冊になったと思う。
　申請主義を解決する魔法の杖は存在しないだろ
う。若い人たちは、もし困った時にはどうか周りに

「助けて」と声をあげてほしい。けれど、自分自身
がその立場に置かれたら、簡単に「助けて」と言え
ただろうか。「そういえば、あの本に今の状況を切
り抜ける制度について書いてあったっけ……」と思
い出してもらえたら、こんなに嬉しいことはない。

子どもと大人は違っていい
　はじめから若い読者を意識していたわけではない
が、結果的に、10 代に届けたいと思える内容に仕
上がった本も紹介しておこう。森口佑介さんの『子
どもから大人が生まれるとき』（2023 年）だ。子
どもには子どもの世界があり、それは大人と違うも
のだが、違うことにこそ意味がある――本書には、
そんなメッセージが込められている。
　森口さんは発達心理学や発達認知神経科学を専
門とする研究者で、以前から『こころの科学』を
通じて少しだけお付き合いがあった。「発達」なの
で、子どもに関係するテーマに取り組まれているわ
けだが、論文などはやはり素人にはハードルが高
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　近年、外国にルーツを持つ生徒の数が増加傾向
にあります。文部科学省が行っている「日本語指
導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（令
和 3 年度）」によると、平成 20 年度に比べ、令
和３年度はその生徒数が約 2.7 倍となっているこ
とがわかりました。
　私が勤務している埼玉県立妻沼高等学校は、埼
玉県熊谷市にある普通科高校ですが、インターナ
ショナル化が進む群馬県大泉町が隣接している地
域であり、外国にルーツを持つ生徒が一定数在籍
しています。埼玉県は、一部の県立高校へ日本語
指導や教育相談等の支援を行う日本語支援員を派
遣しており、本校にも支援員が派遣されています。
また今年度から、文部科学省が定めた外国にルー
ツを持つ生徒に対して、高校での日本語指導を卒
業単位として認定する制度が開始されます。この
ように学校教育の中でこれらの生徒への対応が進
むなか、学校図書館においても、多文化サービス
が求められるようになってきています。

多文化サービスとは
　図書館における多文化サービスとは、民族的・
言語的・文化的少数者（マイノリティ）を主たる
対象とする図書館サービスのことです（『多文化
サービス入門』日本図書館協会多文化サービス研
究委員会　編／日本図書館協会／ 2004 年）。学
校の場合、対象者は外国にルーツを持つ生徒とな
りますが、その内訳は外国人選抜の生徒や留学生、
それらには該当しない日本語支援が必要な生徒、
ALT（外国語指導助手）など様々です。学校図書
館の多文化サービスで求められることとして、日
本語学習への支援；日本語学習用資料の収集・提
供などがまず挙げられると思いますが、その一方
で、生徒が第一言語で読書をする機会や生徒のルー
ツとなる文化・言語を守る役割も大切であると考
えています。
　そのように考えるきっかけとなったのは、「朝

読書用に、平仮名またはカタカナだけで書かれて
いる小説が読みたい。」という生徒からのレファレ
ンスでした。その生徒は、中国語を第一言語とす
る生徒で、平仮名・カタカナのみならなんとか読
めるとのことでした。そこで、日本語学習者用の
多読本を提供しましたが、その時気づいたことは、
本校に生徒の第一言語の洋書がないということで
した。朝読書の時くらい、第一言語；母語を読ま
せてあげたいと思い、少しずつ洋書を購入するよ
うになり、現在は、英語・中国語・ベトナム語・
ポルトガル語などの書籍を所蔵しています。生徒
のアイデンティティでもある母語を守ることを意
識して、生徒へ声がけをして積極的に多言語の書
籍の提供を行っています。それは結果的に生徒が
日本語を習得する手助けにもなると考えています。

つながりで可能性は∞に！
　しかし、資料購入費が年々減らされている昨今、
１つの学校図書館での対応には限界があります。
そこで、足りない分は、埼玉県立図書館から相互
貸借で借りています。特に県立熊谷図書館は、海
外資料を積極的に収集しており、様々な言語の洋
書や日本語学習用資料、雑誌やリーフレットなど、
幅広い資料を提供しています。また、海外資料関
係のレファレンスにも対応しており、様々な場面
で助けていただいています。図書館同士でつなが
ることで、サービスの幅を一気に広げられること
が図書館の強みだと思います。
　また、それは学校間でも同様です。他校の司書で、
公共図書館勤務の経験から外国語版の図書館利用
案内を生徒と共に作成する活動をされている方が
おり、私もお手伝いをしてテンプレートを作成し、
県内の高校へ提供しています。この図書館利用案
内は、生徒へ多文化サービスを紹介する際の貴重
なツールとなっています。このようなアイディア
は、自分では絶対に思いつかなかったものであり、
司書同士でつながることがいかに大切かを知る良

本でつながる世界への扉　

長沼 祥子

―― 学校図書館における多文化サービスについて―― 
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い経験となりました。
　そして現在、他校でも多文化サービスのニーズが
高まっているという声を聞く機会が増えたため、オ
ンラインでの意見交換会を行うなど、積極的に学校
図書館同士でつながる機会をつくっています。各々
の学校で取り組んでいることを共有することで解決
できることもあるからです。何より学校司書は基本
的にひとり職場なので、困った際に相談する相手が
いることは大変心強いものですし、サービスの向上
にもつながります。さらに、今年度はご縁があり県
立図書館と連携し、様々な言語の洋書貸出セットな
ど、学校図書館側のニーズに合わせた事業に取り組
んでいく予定です。事業として残すことで、どの学
校でも充分なサービスの提供を可能にすることが最

終的なゴールだと考えています。

本でつながる世界への扉
　最後に、多文化サービスはマイノリティだけでは
なく、我々日本人；マジョリティが多文化理解を深
めるための機会をつくる側面を持つということも忘
れてはなりません。グローバル化が進む現代におい
て、身近にいる様々な人々と互いの文化や違いを理
解し、尊重しあうことは必要不可欠なことです。図
書館には、世界中の言語・文化・民族に関する資料
が所蔵されており、それらは世界へつながる扉とな
ります。司書は、利用者をその扉へ導く重要な役割
を担っているのかもしれません。
（ながぬま しょうこ：埼玉県立妻沼高等学校司書）

https://www.shobunsha.co.jp/%3Fp%3D7561
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